
   読書のすすめ（なぜ、アブダビ日本人学校は読書を推進するのか）    

                 校長 宮﨑 幸夫 

          ～読書をするとこんな良いことがあります～ 

１．語彙・言語能力の発達 

  本の中の言葉や表現は日常生活で使われているものとは少し違っています。                                      

 読書をすると無意識に語彙が増え、言葉の発達も伸びます。 

２．集中力が身につく 

  読書を続けると集中力が増します。それと共に文書に対する理解力を深めま  

 す。本を読むことで日本語の構造が自然と理解できるようになり、教えなくて   

 も文書が書けるようになります。 

３．想像力・感受性が豊かになる。 

  たくさんの本と出会うと疑似体験の回数が増え、その経験が「想像力」と「感受性」をより豊かにし 

 ていきます。 

４．ストレスが解消できる。 

  本の世界に没頭できるようになるとストレスの解消に繋がります。イギリスの大学の研究によるとた 

 った 6分の読書がストレスの３分の２を軽減する効果があることがわかっています。読書中の適度な集 

 中力が脳をリラックスさせ、緊張をほぐす効果をもたらします。 

５．人の気持ちがわかるようになる。 

 読書をすると色々な登場人物の心情を読みとることになり、自然と人の気持ち・共感する能力が向上し 

 ます。 

 読書の大切さについて、全国の２０～６０歳までの５０００人を対象とした調査では自己肯定感や忍耐

力、自己理解力や主体的行動力について、小学校・中学校・高校で読書量が多い人ほど数値が高くなると

いうことが報告されています。つまり、小中高を通じて読書を継続していると、社会人になってからもプ

ラスに働くというわけです。 

 また、紙ベースの読書と電子媒体の読書で差はあるのかという研究では紙媒体読書が自己肯定感や忍耐

力、自己理解力や主体的行動力に大きく影響しているという結果も出ています。電子書籍の存在感は年々

増していますが紙媒体で本を読むことの大切さがこう言った場面でも影響を及ぼすということです。 

  

最後に令和３年度文部科学省の調査でも興味深い結果が出ています。それは、家庭の蔵書量と国語、算

数・数学の平均正解率の関係です。読書環境による正答率の大きな違いは歴然ですね。 

 蔵書数 国語の平均正答率 算数・数学平均正答率 

小学校 ０冊～１０冊 ５３．８％ ５８．７％ 

 ２０１冊～５００冊 ７１．５％ ７７．４％ 

中学校 ０冊～１０冊 ５５．８％ ４７．８％ 

 ２０１冊～５００冊 ７０．７％ ６３．７％ 
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      令和４年度 入学式祝辞 
 

ＰＴＡ会長 飯島良子 

 アブダビ日本人学校にご入学の皆さん、おめでとうございます！ 

  しょうがく いちねんせいの みなさんは、これから がっこうでの べんきょう             

が はじまると、 どきどきしている ことと おもいます。でも、だいじょうぶ。             

みなさんは りっぱに おにいさん おねえさん になりました。これからは だいす            

きな おとうさん おかあさんと すこしだけ はなれて がっこうでも がんばりま            

しょうね。ときには たいへんな こともあります。でも、だいじょうぶ。せんせいや               

おともだち、うえのがくねんの おにいさん おねえさんに たすけてもらえます。ぜひ たのしい 

がっこうせいかつを おくってくださいね。 

中学一年生の皆さん、中学三年間は、小学六年間とは少し違って、勉強することが増えると思いま

す。小学校ではなかった中間試験や期末試験も始まります。高校進学も視野に入れて忙しくなると思

いますが、ぜひ勉強以外にも、いろいろなことに興味を持ってチャレンジしてほしいと思います。幸

い、数年間つづいたコロナ禍も、緩和しつつあります。今年は、これまでコロナ禍でできなかったス

ポーツや、課外活動がより一層できるようになるでしょうし、新しいチャレンジがしやすくなる年に

なるのではと思います。中学の三年間をぜひ充実させて、よき学友や先生に恵まれた中学生活を送っ

てください。 

 新入生の保護者の皆様、お子様のご入学、心よりお悦び申し上げます。まだコロナの影響が残る今

日この頃ですが、子供達の学校生活を少しでも多くの思い出が作れるものにしてあげたく、PTA 活動

へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。  

            最後に、子供たちの大いなる成長を祈念いたしまして、PTA からの祝辞とさせ 

          ていただきます。  

 

 はじめまして。福島県より赴任しました末澤 誠英（すえざわ まさひで）で

す。アブダビ日本人学校の皆さんに会えるのをとても楽しみにしていました。う

どんで有名な香川県の出身で、学生時代は水泳、剣道、ラグビーに励んでいまし

た。体を動かすことが大好きで、昼休みにはドッジボールや鬼ごっこをして子ど

も達と毎日一緒に遊んでいました。また、私自身も海外での生活経験があり、そ

の苦労や大変さを知るとともに、得るものの大きさも感じました。私自身のモッ

トーは「何でも楽しく行う」ことですので、子ども達と楽しんで生活し、アブダ

ビ日本人学校に行ってよかったと思えるよう子ども達の成長を支えていきたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

  
 

 

 

 

 はじめまして。４月から派遣されました中垣 一行（なかがき かずゆき）と

いいます。アブダビ日本人学校のみなさんに出会えるのを心待ちにしていまし

た。これまで愛知県で２０年間小学校教員を務めてまいりました。その間に、世

界を旅する経験をもつこともできました。子どもたちの日々の成長を見守れるこ

とが教員のすばらしさだと思っています。アブダビ日本人学校で学ぶみなさんの

よりよい成長を支えていけるようにこれまでの経験を生かして、精一杯がんばり

ます。どうぞよろしくお願いします。 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして。港の町、横浜から派遣されました。種田 健太郎（たねだ けんたろ

う）といいます。美しい海に囲まれたアブダビ日本人学校のみなさんに出会えるのを

楽しみにしていました。みなさん、スポーツは好きですか。私は、野球と柔道を学生

の頃にやっていたので、体が大きいです。横浜では、タグラグビーというラグビーに

似たスポーツを子どもたちと取り組んでいました。また、釣りやキャンプ、DIY（工

作）が大好きです。なんでも、面白そうと思ったものは、取り組んでみる性格です。

みなさんの好きなものは、何ですか。みなさんの好き、得意を教えてください。私

も、一緒に取り組んでみたいです。どうぞよろしくお願いします。 

 はじめまして。今年度、アブダビ日本人学校に赴任させていただくことになりま

した、矢畑 祐子（やばた ゆうこ）です。私は「みかん」の産地として有名な四

国の愛媛県出身です。『「失敗」と書いて、「経験」と読む。失敗をしないという

ことは、経験を積まないこと。』私は、様々なことに挑戦することが好きです。今

まで様々なことに挑戦することで、多くの経験を積むことができたと思っていま

す。アブダビ日本人学校のみなさんとの出会いを大切にし、共に学び、共に様々な

ことに挑戦していければと思っています。また、私は体を動かすことが大好きなの

で、スポーツを通じてみなさんとたくさん交流していきたいと思っています。何事

にも全力で取り組んでいきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

عليكم السلام       （こんにちは！） 富士山のすぐ近く、富士市から来ました、西尾 直也

（にしお なおや）です。好きなことは魚釣り、料理、バドミントンです。理科と社

会を２０年以上、日本で、アフリカのザンビアで、そしてメキシコで教えてきました。

でも！まだまだ先生も勉強の途中なんです。ですから、アブダビ日本人学校で皆さんと

ともに勉強できることをとてもうれしく思っていますし、ワクワクしています。UAE の

ことやアラビア語など、いろいろ教えてくださいね。そして、新しいことを楽しみなが

ら一緒に学びましょう！NPO 西尾 直也 （静岡県） 

はじめまして。NPO 教員として着任する松永 大樹（まつなが だいき）で

す。アブダビ日本人学校でみなさんと一緒に学べることを嬉しく思います。出

身はくまモンやラーメンで有名な熊本県です。これまでにタイにあるバンコク

日本人学校で３年間、ガーナの高校で１年間教員として勤務していました。趣

味は体を動かすこと、食べ歩き、旅行です。学生の頃はサッカー部やフットサ

ルサークルに所属し、夢中でボールを追いかけていました。コロナ禍での海外

生活でワクワクや不安など様々な気持ちでいっぱいだと思いますが、みなさん

が安心して学校生活を送ることができるように精一杯サポートしていきます。

よろしくお願いします。NPO 松永 大樹（熊本県） 

はじめまして。伊藤 萌佳（いとう もえか）です。アブダビ日本人学校の皆さ

んと会えるのをとっても楽しみにしていました。以前は北海道札幌市の小学校

や、インド・ニューデリー の小学校で働いていました。走って遊ぶことと、本

を読むことがだいすきです。皆さんと一緒にたくさん遊んで、たくさん学んでい

きたいと思います。 旅行と食べることも好きなので、アブダビで新しいものに

出会えるのを楽しみにしています。皆さんの好きなものも教えてくださいね。ど

うぞよろしくお願いします。 

こんにちは、はじめまして。今年度から皆さんと一緒に勉強することになりまし

た、原 汐音（はら しおん）です。生まれは愛知県で、「味噌煮込み」「ひつま

ぶし」はもちろん大好物な生粋の名古屋っ子です。アラブの素敵な雰囲気を感じな

がら、アブダビ日本人学校の皆さんと、笑い合ったり、精進し合う日々が始まると

思うと、もうワクワクが止まりません。とにかく私は何事にも精一杯頑張りたいと

思っています。どうぞ、よろしくお願い致します。 



  

   令和４年度アブダビ日本人学校 PTA役員紹介 
 今年度、アブダビ日本人学校 PTA役員をお引き受けくださった 

保護者の皆様をご紹介します。 

 本校教育活動へのご支援ご協力、今年度もよろしくお願いします。 

  

会長   飯島 良子 さん 

副会長  榎本 小百合 さん 

書記  犬飼 麻里英  さん 

会計  井合 まや さん 

 
バス会役員紹介 

 会長 川村 佐代子さん          副会長 秋富 美沙子さん           サポート  鈴木 早希さん 

 

    ＜５月の主な行事＞ 

  ２日 ラマダン明け休暇 

          ～ 4 日                              

 １０日 委員会活動 

 １６日 進路説明会 

 １９日 中学部中間テスト 

 ２０日 中学部中間テスト 

  


